
国家公務員になろうとした主な理由

～Ⅰ種試験からの新規採用職員（平成20年４月）に対するアンケート調査の結果～

【公共のために仕事ができるとした割合の推移】
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公共のために仕事ができる

専門知識が生かせる

性格・能力が適している

キャリア形成として有効である

仕事にやりがいがある

スケールの大きい仕事ができる

能力本位で実績が評価される

堅実で生活が安定している

国民から尊敬される

昇進等に将来性がある

給与等の勤務条件がよい

民間に比べて余裕が持てる

教授等に勧められた

家族や先輩・友人に勧められた

平成20年度 平成19年度

公務員志望者の志望動機は「仕事のやりがい」、「公共のために仕事ができる」


